
事　　業　　報　　告

〔 自　令和 7 年 4 月 1 日　　至　令和 8 年 3 月 31 日 〕

　当期における日本経済は、雇用・所得環境が改善する中、引き続き緩や

かな景気回復基調を継続されることが期待されていましたが、海外におけ

る紛争や米国の通商政策などの影響により物価高騰は継続しており、安定

した景気回復には至っておらず、景気の動向は前期にも増して不透明な状

況にあります。

　コンサートプロモーターズ協会による令和 7 年のライブエンタテイメン

ト市場概況は、公演数は前年度と同水準で推移しているものの、関東圏で

複数のアリーナが開業したこと等により、年間動員数及び市場規模（総売

上額）は過去最高を更新しています。

　一方で、全国でホール会場の老朽化に伴う閉館や休館が続いている状況

や、関西圏をはじめ、各地で様々な規模のアリーナ建設計画が進んでいる

状況等が報道されています。

　このような不安定な状況ではあるものの、当ホールにおいては、現在の

ところ一定の稼働率を保ち順調にイベントが開催されています。

　また、築 42 年を経過したホールの安全性と快適性の向上を図るため、

施設･設備の適切な保守点検及び休館を伴う大規模改修を実施するととも

に、災害に備えるための訓練等を通じて一層の安全管理に努めています。

事業の経過及びその成果



　令和 7 年度のアリーナ稼働日数は 321 日 (本番日数 208 日) ､工事期間

( 14日間 ) を除いた稼働率は 91.5 ％となりました。前事業年度の稼働日

数 330 日 (本番日数 206 日) 、稼働率 90.4 ％に比して稼働日数は下回っ

たものの稼働率は上回りました。事業収入は 22 億 96 百万円と、前事業

年度 23 億 6 百万円に比し減収となり、これに広告収入等の関連事業収入

1 億 20 百万円 (前事業年度 1 億 15 百万円) を加えた総売上高は 24 億 17

百万円と、前事業年度 24 億 22 百万円に比し 0.2 ％の減となりました。

　一方、売上原価は、コンクリート中性化抑制対策工事等による修繕費

や屋外雨水排水系統清掃及び浚渫工事等による施設運営委託費の増加な

どにより13 億 11 百万円と､前事業年度 12 億 85 百万円を上回り、販売費

及び一般管理費の 97 百万円 (前事業年度 83 百万円) と合わせた経費合計

は 14 億 9 百万円と､前事業年度 13 億 68 百万円を 3.0 ％上回りました。

　この結果、当事業年度の経常利益は 10 億 15 百万円となり、法人税等

を差し引いた当期純利益は 6 億 64 百万円となりました。


